
１ 単元名   第 4学年 「自然の様子」  

 

２ 本時の計画（副読本 P8～10，デジタルコンテンツ No3）    

（１）本時のねらい 

  新潟県の自然の様子について，写真や図から地形の特徴を見つけ場所を特定する活動を通して，地

形の特徴を大まかにつかむことができる。 （知識・技能、思考力・判断力・表現力等）                             

（２）本時の展開 

学習活動 〇教師の働き掛けと・予想される児童の反応 ◆指導上の留意点■評価  

導入（10分） 

1 新潟県の地図を見て，気 
づいたことを発表する。 

 
 
2 地図の見方を知る。 

 

 

 

 

展開（25分） 

3 写真や絵の場所は，地図 
のどこであるか考える。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

終末（10分） 

４分かったことをまとめ
る。 

 
 

〇新潟県の地図を見て，気づいたことや
思ったことなどを発表しよう。 

 ・大きい。細長い。 
 ・海岸は緑で，内側は茶色。 
 ・茶色の部分が多い。 など 
〇地図の見方を説明する。 
 
 
 
〇写真や図の場所は，地図のどこでしょ
うか。 

① 越後平野の写真 
・田んぼが広がっている。 
・奥に山がある。 
・緑のところ〇番だね。 

② 関川盆地の図 
・山の中にある。 
・中央に川が流れている。 
・山の中の〇番だね。 

③ 津南の河岸段丘の写真 
・階段みたいになっている。 
・川が下にあるよ。 
・川沿いの〇番だね。 

〇平野・盆地・河岸段丘など，習った言
葉を用いて，新潟県の地形の特徴をまと
めよう。 
 
 

◆拡大した表紙裏の新潟県の
地図を，掲示する。地図の中
に番号を示しておく。 

◆県境に山々が連なっている
ことを抑える。 

◆等高線（色の違い）や方位な
どについて説明をする。 

 
 
◆拡大した写真や絵を提示す
る。 

◆見る観点（土地の様子や川な
ど）を知らせるようにする。 

◆平野について説明をする。 
◆他の主な平野も調べる。 
◆盆地について説明をする。 
◆他の主な盆地も調べる。 
 
 
◆河岸段丘について説明をす
る。 
 
 
■新潟県の自然の様子につい
てまとめられる。 
 
 

＜学習課題＞写真や図は，地図の

どこだろうか。 

＜まとめ＞新潟県には，海岸には

広い平野があり，内陸（県境）に

は山々が連なっている。山間部に

は盆地や河岸段丘などの平らな

土地がある。 
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１ 単元名  第４学年 「気候の様子」 

２ 第 1 時の計画（副読本 P13～15 デジタルコンテンツ No４）   １/２時 

（１）本時のねらい

地形や季節風の影響などにより，雪がたくさん降ることを理解し，説明することができる。

（知識・技能）
（２）本時の展開

学習活動 〇教師の働き掛けと・予想される児童の反応 ◆指導上の留意点■評価

導入（１５分） 

１グラフを完成させ，新潟
県は，たくさん雪が降る
ことをとらえる。 

展開（２３分） 

２新潟県にたくさん雪が
降る理由を考えたり，資
料から読み取ったりす
る。 

終末（７分） 

３本時の学習を振り返る。 

〇上越市と東京の気温や降水量のグラ
フを完成させ，似ていることや違うこ
とを考えよう。

・夏はどちらも暑い。
・年間を通して上越市の方が降水量が多
い。

・上越市は冬が特に降水量が多いのはな
ぜだろう。

・新潟県は雪が多く降るから冬の降水量
が多い。２ｍ以上積もるところもあ
る。

・平野にはあまり積もってないなあ。
・上越や中越の山沿いがたくさん積も
る。

・山の方がたくさん降るのは，よくニュ
ースで見る。

・地図の真ん中の方がずっと山地になっ
ている。

・でも山だからと言って降るわけでは・・ 
〇この４枚の雲画像の共通点は何だろ
う？ 

・大雪の日は全て西から雲が動いてく
る。

・越後山脈に日本海でできた雪雲がぶつ
かって雪を降らせる。

・他の日本海側の地域はどうなのか自主
学習で調べてみよう。

◆P13 気温と降水量のグラフ
◆冬の東京（晴）と新潟（雪）
の写真を提示し，生活経験を
想起させる。

◆P13 県内の主な地点の積雪
量を提示する。

◆P87 を用いてもよい。

◆デジ４日本海側に雪が多く
ふるしくみの４枚の雲画像
をもとに共通点を考えさ
せ，季節風に気付けるよう
にする。

◆P14 日本海側に雪が多く降
るしくみを提示し，グループ
ごとに言語化させる。

◆P15 の図をもとに季節風や
フェーン現象についても触
れる。

◆話し合ったことを基に，自分
なりにノートにまとめる。

■地形や季節風の影響などに
より，雪がたくさん降ること
を理解し，自分の言葉で適切
に表現している。

＜学習課題＞ 

新潟県にたくさん雪が降るのは 
なぜだろう。 

＜まとめ＞ 

冷たい季節風が海から上がる
水蒸気を含み，雪雲となる。そ
の雪雲が越後山脈にぶつかり
たくさんの雪を降らす。 



1 単元名 第 4学年 「産業の様子【農業】」 

2 本時の計画（副読本 P16～20，デジタルコンテンツ No5・6・7） 

（1）本時のねらい

新潟県の農業の様子について，主な産地や作物，生産者の工夫や努力などを調べることを通して，そ

の特色を理解することができる。 （知識・理解） 

（2）本時の展開

学習活動 〇教師の働き掛けと・予想される児童の反応 ◆指導上の留意点■評価

導入（5分） 

１新潟県で栽培がさかん
な作物のクイズの答え
を考える。 

展開（35分） 

２副読本 P16～20 に目を
通して，詳しく調べたい
内容を選ぶ。 

３自分が選んだ内容につ
いて，グループで協力し
ながら調べる。 

〇新潟県の作物のクイズを出すよ。第 1
問，お米の生産量は全国何位かな。 
〇〇の生産量は全国何位かな。… 

・お米は知ってる。新潟県は全国 1 位
で有名だよ！

・枝豆やそら豆も順位が高いんだね。
・球根やゆり，鉢物とか花の生産がさか
んなのは初めて知った。

・もも，なしとかは近くの畑でもよく見
るよ。

〇じゃあ，今日の課題は，どんなことを
調べたらよいかな。 

〇米づくりや野菜づくりなど，どの作物
について調べたいかな。 

・ぼくはやっぱり 1 位の米づくりだな。 
・野菜は種類がいっぱいありそうだから
調べてみたいな。

・ルレクチェとか聞いたことがあるから
くだものを調べてみようかな。

・花は順位が高いのが多いから，花にし
てみよう。

〇じゃあ，それぞれ選んだ人同士でグル
ープを組んで調べよう。調べたこと
は，最後に伝え合うよ。

○副読本を読むだけでなく，タブレット
を使って，デジタルコンテンツを見て
みてもいいよ。

・米づくりでは，自動田植え機やドロー
ンを使った新しい取組もしてるんだ。 

・くろさき茶豆を作る農家さんは，農薬

◆P16 全国で順位の高い農産
物の資料を使ってクイズを
出す。

◆P17 米づくり，P18 野菜づく
り，P19くだものづくり，P20
花づくり・ちく産から 1 つ選
んで調べさせる。

⇒児童の実態に合わせ，調べる
内容ごとにグループを組む。 

◆なるべく人数が均等になる
ようにする。

⇒生活班などを用いて，ジグソ
ー学習のようにしても良い。 

◆最後の発表するときの形式
や時間などを予め伝える。

◆副読本の本文を読んだり，デ
ジタルコンテンツを見たり
しながら，調べさせる。

◆デジ 5
新たな米づくりの取り組み

◆デジ 6くろさき茶豆

＜学習課題＞ 

新潟県では，どのような農業

がさかんなのだろうか。



 

 

 

 

 

 

 

 

４グループごとに調べた
内容を発表する。 
他のグループの発表を
聞いて，それぞれの特色
をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終末（5分） 

５今日の授業の振り返り
を書く。 

 
 

を少なくしたり，土の分析をしたりし
て工夫しているんだね。 

・西洋なしのルレクチェは，収かくから
出荷まで，たくさん人の手が加わって
いるのにおどろいたな。 

・信濃川や阿賀野川などの大きな川があ
るから，花の栽培がさかんなんだね。 

 
○それぞれのグループで調べたものを
発表しよう。他のグループの発表を聞
いたものは，ノートにまとめよう。 

・新潟県は，コシヒカリだけじゃなくて，
新之助という新しい品種の栽培も増
えています。 

・地いきの特ちょうを生かした野菜を作
っていて，「くろさき茶豆」など，国に
認められているものもあります。 

・くだもの農家の人は，より良い土づく
りをしたり，木の手入れをしたりし
て，おいしいくだものを生産しようと
しています。 

・ユリは魚沼市や津南町，アザレアは，
新潟市秋葉区や南区など産地ごとに
生産される花が違います。 

○新潟県ではどのような農業がさかん
なのかをそれぞれの発表からまとめ
よう。 

 
 
 
 
 
 
 
○まとめを書いた人から，今日の振り返
りを書こう。 

・わたしは，産地ごとに作っている花の
種類が違うことを調べました。野菜づ
くりやくだものづくりも産地ごとに
作物が違うと言っていたので，新潟県
は地いきの特ちょうを生かして農業
をしていることが分かりました。 

・ぼくは，野菜づくりについて調べたけ
れども，くだものづくりも同じように
農家の人がいろいろな手間をかけて
工夫していることが分かりました。 

◆デジ 7-1・7-2・7-3 
 日本なし・西洋なし等 
◆QR コード 
 花き-新潟県 HP 
 新潟県畜産協会 HP 
 
 
 
◆ICT を用いて，発表させた
り，まとめたりしても良い。 

 
 
◆産地の特徴を生かしている
ことや生産者が工夫してい
ることなどについて，共通し
ていることを捉えさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆上記の共通していることを
振り返りの内容に入れて書
けるように促す。 

 
■新潟県では，米づくり以外の
農業がさかんなことやその
理由を記述している。 

 

＜まとめ＞  
新潟県では，米づくりだけでな

く，地いきの特ちょうを生かした
野菜やくだもの，花づくりなども
さかんに行われている。 

 



１ 単元名   第４学年 「産業の様子【林業】」 

 

２ 本時の計画 （副読本 P２１～２２、デジタルコンテンツ No. 10 ） 

 （１）本時のねらい 

   新潟県の林業について、林業の盛んな地域の取組や森林保護活動などについて調べることを通して、

県内の林業の特色を理解することができる。（知識・技能） 

 

 （２）本時の展開 

学習活動 ○教師の働き掛け・予想される児童の反応 ◆指導上の留意点■評価 

導入（５分） 
１学習課題を設定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展開（35分） 
２林業について予想する。
（５分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３林業について、副読本な

どを使って調べる。（10
分） 

 
 
 
 
 

○突然ですが問題です。新潟県は、まいた
けの栽培第何位でしょう。 

・２位ぐらいじゃない。 
・もしかして１位。 
○実は、新潟県が１位です。さて、魚をとっ
たり育てたりする仕事を漁業といいま
す。では、きのこの栽培は何業でしょう。 

・農業じゃない。 
・きのこ業かも。 
○正解は、農業でもあり林業でもあるそう
です。 

・林業って木を切る仕事じゃないの。 
○林業は、木を切る仕事なのですか。 
・木を切って何かを作る仕事だと思った。 
・林業ってどんなことをするのだろう。 
 
 
 
 
 
 
○林業には、きのこの栽培以外にどんなも
のがあると思いますか。予想しよう。 

・木を切って、それが家の材料になる。 
・木を使って、何か作っている。 
・あとは分からない。 
○木を切るという意見が多いようですね。
ちなみに、新潟県は木が多いのですか。 

・木はいっぱいある。 
・山が多いし、林や森もあるから多いと思
う。 

○副読本のどこかに木が多いことは載って
いますか。 

・Ｐ．16に絵地図があるよ。森林が多い。 
・Ｐ．21に林業のことも書いてある。 
 
○では、副読本Ｐ．21からの林業に関する

部分を読んで、新潟県ではどのような林
業が行われているのかを調べてみましょ
う。調べたことは、後でペアにも伝えま
す。 

・新潟県の面積３分の２が森林なんだね。 
・村上市が林業のさかんな地域なんだ。 
・切った木は、紙や家具の材料にもなるん

◆デジタルコンテンツを見
せながら導入を進める。 

◆デジ 10 林業 
 
 
 
 
 
 
◆きのこ栽培は、「農業」の
分類だが、木を活用して
いるので、林業の生産に
「きのこ栽培」も含まれ
ていることを伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
◆林業には、どのような仕
事があるのか予想させ
る。 

 
 
 
 
 
 
◆副読本Ｐ．８、16、21～22

にある、林業に関わるペ
ージを参考にする。 

 
 
 
◆副読本だけでなく、デジ
タルコンテンツなども使
って調べてよいことを伝
える。 

◆デジ 10 林業 
 
 
 

＜学習課題＞ 

 新潟県では、どのような林業が行

われているのだろう。 



 
 
 
 
４調べて分かったことを

ペアに伝える。（５分） 
 
５林業について分かった
ことを全体で確認する。
（15分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終末（５分） 
６まとめを書く。 
 
 
 
 
 
 
 
７振り返りを書く。 

だね。 
・森の手入れもしているんだね。同じ小学
生が森の手入れを手伝っている。 

 
○調べて分かったことをペアに伝えましょ
う。 

 
○新潟県ではどのような林業を行っていま
したか。 

・新潟県の面積の３分の２が森林で、天然
杉や人工林が植えられている。 

・村上市が林業のさかんな地域である。 
・切られた木は、紙や家具の材料になる。 
・まいたけ以外のきのこの栽培も行われて
いる。 

・木炭やまきも作られている。 
・森の手入れをして、山崩れや雪崩が起き
ないようにしている。 

○切った木を加工したり、森の手入れをし
たりしているのですね。どうして新潟県
では、林業が盛んに行われているのだろ
う。 

・新潟県は森林が多いから。 
・その森林の中でも、全国的に有名な杉が
生えているから。 

・森林が多いから、きのこや山菜もたくさ
ん採れる。 

○新潟県は森林が多くあるから、林業が盛
んに行われているのですね。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○まとめを書いた人から、今日の振り返 

りを書きましょう。 
・わたしは、木を切るだけでなく、切っ

た木を加工したりきのこの栽培をした
りすることも林業の仕事だと分かっ
た。 

・新潟県は森林が多いから、林業が盛ん
におこなわれていると思った。他の県
の林業はどうなっているのか、これか
ら調べてみたい。 

・ぼくは、林業は木を切るだけだと思っ
ていたけど、きのこの栽培も林業に入
ることに驚いた。切った木を加工して、
家具や紙を作ることも分かった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
◆新潟県の林業の特色につ
いて調べたことを、学級
全体で確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
◆新潟県で林業が盛んに行
われている理由につい
て、問い返し発問を行っ
て確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■新潟県の林業の特色につ
いて記述している。 

 

 

＜まとめ＞ 

新潟県は、森林が多くあり、切った

木を加工したり、きのこのさいばいを

したり、森を守ったりする林業が行わ

れている。 



1 単元名   第 4学年 「産業の様子【水産業】」 

 

2 本時の計画 （副読本 P23～25，デジタルコンテンツ No.13 16-9 ） 

（1）本時のねらい 

  新潟県の水産業について，主な水産物の種類や漁獲量，産地の分布を調べることを通して，県内の水

産業の特色を理解することができる。（知識・技能） 

（2）本時の展開 

学習活動 〇教師の働き掛けと・予想される児童の反応 ◆指導上の留意点■評価  

導入（5分） 

１予想する。 
 
 
 
２学習課題を設定する。 
 

 

展開（32分） 

３漁獲量の多い市町村や
魚の種類を調べる。 

 
 
４魚がよく獲れる理由を
調べる。 

 
 
５「育てる漁業」（かきの養
殖）について調べる。 

 
６海以外で獲れる魚を調
べる。 

終末（8分） 

７まとめをする。 
 
 
８振り返りをする。 
 
 

○新潟県では，どんな魚がたくさん獲れ
るだろうか。 

・まぐろ ・ぶり ・さけ ・あゆ 
○その魚はどこで獲れるだろうか。 
・佐渡 ・日本海 ・川でもとれる  
 
 
 
 
○副読本で調べる。 
・新潟市が一番，水あげ量が多い 
・陸から近いところ（沿岸）が多い 
・かにが一番多い。・あじ，ぶりも多い 
○なぜ，新潟市や佐渡で多く魚が獲れる
のだろうか。 

・暖流の影響 ・プランクトンが多い。 
・藻場や漁礁という魚のすみかがある。 
○魚を獲るだけでなく育ててもいる。 
・かきは 1 年かけて大きくなる。 
・害になる貝を熱湯に付けて取る。 
○魚が獲れるのは海だけはない。 
・さけは川に戻ってくる・見る魚もいる 
 
 
 
 
○ふり返りを書く。 
・新潟県でたくさん魚が獲れる理由は，
暖流の影響で暖かい，冷たい所の両方
の魚が獲れるからだと分かりました。 

◆新潟県で，どんな魚が，どこ
で獲れるのかを予想させる。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

◆P23・24
◆調べたことをノートに書く
ようにさせる。

◆藻場や漁礁に触れ，水産業
にかかわる人たちは，水産
資源を守っていることを押
さえる。

◆デジ 13

◆P25
◆デジ 16-9 
 
 
 
 
■魚がよく獲れる理由（海流・
プランクトン・藻場・漁礁）
を具体的に挙げて説明して
いる。 

＜学習課題＞ 

新潟県では，どこで，どんな魚が

多くとれるのだろうか。 

＜まとめ＞ 

新潟県では，新潟市沿岸で，か

に・あじ・ぶりがよくとれる。 



１ 単元名   第４学年 「産業の様子【工業】」 

 

２ 本時の計画 （副読本 P２６～２９、デジタルコンテンツ No. 14） 

 （１）本時のねらい 

   新潟県の工業について、主な工業製品や工業がさかんな市町村を調べることを通して、県内の工業

の特色を理解することができる。（知識・技能） 

 （２）本時の展開 

学習活動 ○教師の働き掛け・予想される児童の反応 ◆指導上の留意点■評価 

導入（10分） 

１出荷額のクイズから、工

業製品にも様々なもの

があることに気付かせ

る。 

 

 

 

２学習課題を設定する。 

 

 

展開（30分） 

３新潟県の工業の特徴を

調べる。 

 

 

 

 

 

 

４工業の種類ごとにさか

んな市町村を調べる。 

 

 

終末（5分） 

５まとめをする。 

 

 

６ふり返りをする。 

 

○工業って何だろうか。 

・自動車や機械をつくること。 

・何かをつくること。 

○P28の円グラフが表す、新潟県が出荷額１

位の工業製品はなんだろうか。 

・米菓も工業製品なのか。 

・新潟県でさかんな工業はなんだろう。 

 

 

 

 

○P26 の種類別出荷額の図と割合の帯グラ

フから、新潟県でさかんな工業を調べる。 

・機械製品や鉄・金属製品がさかんだ。 

・食料品やせんい、木材・家具も工業だ。 

○年度別に比較して調べる。 

・繊維工業は工場数、働いている人、出荷額

の割合が年々減っている。 

・化学工業は割合が増えている。 

○副読本を読んで調べる。 

・燕市は洋食器が有名。 

・五泉市、見附市、長岡市、加茂市で生産さ

れるニット製セーターが全国でも有名。 

・伝統的な工業もたくさんある。 

 

 

 

 

 

 

◆工業とは、原材料を加工

して製品をつくることで

あるとおさえる。 

◆ワークシートや「わたし

たちの新潟県」プラスを

活用し、全員に円グラフ

を提示する。 

 

 

 

 

◆P28 やデジ 14 を活用し、

各工業の特色をおさえ

る。 

・賃金の安い外国で製造す

ることで工場数が減った

り、従業員の高齢化によ

る後継者不足が問題とな

ったりしていることにも

触れる。 

■新潟県の工業について、

全体の傾向や特色のある

地域について具体的に書

いている。 

＜学習課題＞ 

新潟県では、どのような工業がさかん

なのだろうか？ 

＜まとめ＞ 

 新潟県では、機械製品や鉄・金属製

品の出荷額が多く、洋食器やニット

製セーターが全国的にも有名。 



新潟県の産業の様子【工業】ワークシート 

年   組   番 名前（           ） 

 
 
 

 
 

答えは・・・      の出荷額！！ 

 
 
 

 

新潟県の工業出荷額が１番多いのは             工業 

           ２番目に多いのは       工業 

           ３番目に多いのは       工業 

           ４番目に多いのは       工業 

 

「わたしたちの新潟県」の P２７～P２８を読んで、新潟県のどこ
でどんな工業がさかんなのか調べてみよう！ 

 

 

 

 
 
 

◎ 

まとめ 

 この円グラフが表す、全国で新潟県が

出荷額１位の工業製品は何だろう？ 



１ 単元名   第４学年 「政令指定都市新潟市と下越・佐渡地方」 

 

２ 本時の計画 （副読本ｐ３０～３５、デジタルコンテンツ No.17-1 ） 

 （１）本時のねらい 

   新潟県下越・佐渡地方の市町村について、市町村の位置を調べ、特色をクイズにしてまとめること

を通して、新潟県下越・佐渡地方の様子を捉えることができる。 

 （２）本時の展開 

学習活動 ○教師の働き掛け・予想される児童の反応 ◆指導上の留意点■評価 

導入（15分） 

１今日の学習内容を確認

する。 

 

２新潟県下越・佐渡地方

市町村名の一覧の資料

からこれまでの経験で

聞いたり、知ったりし

ていることを出し合

い、共有する。 

 

３市町村クイズで、市町

村の位置とだいたいの

特色を知り、クイズの

行い方を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開（25分） 

４市町村を地図帳や副読

本を使って調べ、クイ

ズを作る。 

５グループでクイズを出

し合う。 

 

終末（5分） 

６学習のまとめと振り返

りを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

〇今日は新潟県の下越・佐渡地方の主な市

町村の位置や特色を学習します。 

〇新潟県の下越地方には例えばこれだけの

市町村があります。 

・新潟市がある！いったことがあるよ！ 

・阿賀野市のサントピアワールドへは行っ

たことがあるよ！ 

・佐渡は、世界遺産に登録されたね！行っ

てみたいな。 

〇今から市町村クイズをします。答えはこ

の資料 1 の一覧の中にあります。予想し

ながら答えてみよう。 

〇第 1問この市町村はどこでしょう。 

〇「金属洋食器が有名です。つくられたフ

ォークやナイフはノーベル賞受賞パーテ

ィで使われたこともあります。｣｢国上

山・大河津分水路など、自然と歴史・文

化が豊かです。｣「新潟県の中央部に位

置します。」 

〇今日は、みんなでクイズづくりをして、

友達と出し合ってみましょう！ 

 

 

 

 

 

 

〇では、先生のクイズを見本に、自分でク

イズを作ってみよう。 （タブレット） 

・村上市は笹川流れを聞いたことがあるか

ら海の近くかな。 

・あ、新潟県の一番北にあるぞ。 

・鮭が有名なんだね。 

〇では、グループでクイズを出し合ってみ

よう。 

◆「特色」の用語の意味を

おさえる。 

◆下越・中越・上越の解説

をする。（副読本 P30 の

1 行目～ 10 行目を使

う。） 

◆資料１「新潟県下越地方

の主な市町村名の一覧」

を提示する。 

 

◆副読本 P34～35 の文章を

使ってクイズを行う。ク

イズは文章だけでなく児

童が分かりそうな観光地

や特産品などの写真も載

せる。 

◆「市町村の位置」「特

色」が分かるクイズを出

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆クイズづくりの条件に、

「市町村の位置」「特

色」を入れることを確認

する。 

◆クイズ作りはタブレット

で行う。市町村の特色を

表す写真、白地図に位置

を書き込むなどができる

ようにする。 

 

■下越・佐渡地域の市町村

の位置と特色をクイズで

まとめ、新潟県下越・佐

渡地方の様子を捉えてい

る。 

＜まとめ＞ 

新潟県下越・佐渡地方には、それぞれに

特色のある市町村がある。 

＜課題＞ 

新潟県下越・佐渡地方の主な市町村は

どこにあり、どんな特色があるのだろ

うか。 



資料１「新潟県下越・佐渡地方の主な都市一覧」 
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１ 単元名 第 4学年「交通【航路】」 

 
２ 本時の計画（副読本 P50～51 デジタルコンテンツ No.24） 

（１）本時のねらい 

 新潟県内の航路について、就航している路線や船を調べることを通して、その特色を理解することが

できる。（知識・技能） 

（２）本時の展開 

学習活動  〇教師の働き掛け ・予想される児童の反応 ◆指導上の留意点 ■評価 

導入（８分） 

１新潟県におけ

る主要交通機

関について考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開（３２分） 

２新潟県の航路

について調べ

る。 

 

 

３調べたことを

発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯みんなは旅行で行ってみたいところはあるかな。 

・東京に行ってみたい！ 

・大阪も気になるな。 

・北海道にはまだ行ったことがないから行ってみたいで

す！ 

◯色々な場所に行ってみたいのですね。その行ってみたい

場所にはどのような乗り物で行くことができますか。 

・東京には新幹線で行ったことがあるから、新幹線に乗れ

ば遠くまで簡単に行けるよ。 

・大阪や福岡には飛行機で行くことができそう。 

・佐渡に旅行に行ったときは船で行ったよ。 

・車で遠くまで行ったこともあるよ。 

◯色々な乗り物がありますね。新潟県には２つの島があり

ますが、なんという島か知っていますか。 

・佐渡島！ 

・粟島！ 

◯よく知っていますね！その２つの島へはどのような乗り

物で行くことができますか。 

・船！ 

◯どんな船で行くことができるか分かりますか。 

・大きい船があったかな。 

・よく分からないな。 

 

〈学習課題〉 
新潟県では、どのような船が運航されているのだろうか。 

 

 

◯新潟県で運航している船を調べてみましょう。佐渡、粟

島、そのほかの航路、気になるところから調べてみまし

ょう。 

◯調べたことを発表しましょう。佐渡航路についてはどう

ですか。 

・新潟から両津、直江津から小木の２つの航路があること

が分かりました。 

・新潟〜両津航路は、車を積むことができるカーフェリー

と、スピードの速いジェットフォイルが運行しているこ

とが分かりました。 

◯粟島航路はどうですか。 

・フェリーと高速船の２せきが運航しています。 

・冬の日本海は海が荒れて、船が出せないときもあるそう

です。 

 

◆これまでの経験を想起させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆副読本 P50・51 に掲載され

ている佐渡航路・粟島航

路・そのほかの航路のう

ち、興味をもったところか

ら調べるように声をかけ

る。 

◆佐渡汽船や粟島汽船、新日

本海フェリーのホームペー

ジも必要に応じて活用する

ように声をかける。 

◆ICT 端末も必要に応じて活

用させる。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

終末（５分） 

４今日の授業の

振り返りを書

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・人だけでなく、島で必要なものもたくさん運んでいま

す。 

◯そのほかの航路はどうですか。 

・北海道や福井に行くフェリーがあります。 

・日本だけではなく、韓国や中国へ荷物を運ぶコンテナ船

が運航されています。 

 

◯たくさんの意見が出ましたね。新潟県ではどんな船が運

航されているかまとめましょう。 

 

〈まとめ〉 

佐渡や粟島への船だけでなく、北海道や福井、外国に行く船が

運航されている。貨物の船も多く運航されている。 

 

◯それでは今日の学習を振り返りましょう。 

・最初は船の事はよく分かりませんでしたが、新潟の島や

北海道など色々なところに船が運航されていることが分

かりました。他の乗り物についても調べたいと思いま

す。 

 

・佐渡に船で行ったことはありましたが、船の種類や佐渡

以外の船の事は初めて知りました。普段は車で旅行する

ことが多いですが、船でも旅行してみたいと思いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■新潟県では、県内の離島だ

けでなく、北海道や福井、

外国にも定期航路があるこ

とについて理解し、振り返

り作文に記述している。 

 



１ 単元名   第４学年 「自然災害から人々を守る」  

 
２ 本時の計画（副読本 P53～57,デジタルコンテンツ No19）    

（１） 本時のねらい 

中越地震の被害の様子，地震直後の生活の様子を調べることを通して，地震による被害の様子や

人々への影響について理解することができる。 

（２）本時の展開 

学習活動 〇教師の働き掛けと・予想される児童の反応 ◆指導上の留意点■評価  

導入（10分） 

１写真・地図・年表から中

越地震の被害の様子を

知る。 

 

展開（25分） 

２中越地震の体験談を聞

く。 

 

 

 

３中越地震の被害の様子，

地震直後の生活の様子

を調べる。 

 

 

 

 

 

 

終末（10分） 

４地震による被害や影響

についてまとめ，生活を

守る活動や備えについ

ての視点をもつ。 

〇新潟県ではこれまでにどんな自然災

害が発生してきただろうか。 

（過去の自然災害の年表等） 

・最大深度７の地震が中越で起こった。 

 
 
 
 
〇中越地震の被害にあわれた方の体験

談を聞こう。 

 

〇どんな被害があったのだろうか。 

・土砂崩れで，道路が通行止めになった。 

建物が崩れて住めなくなるなど大変

な被害があった。 

・電気ガス水道が止まり大変な生活だっ

た。 

・避難所で多くの人が生活していた。 

・自衛隊や県外からの救援があった。 

 
 
 
 
 
 
・被害にあった人々の生活を守るために

誰がどのような取組をしているのだ

ろう。 

 

◆前時の学習を想起させる。中

越地震の被害に注目させる。 

◆P54から中越地震発生時の震

度や，地震による被害があっ

たことを一部紹介する。 

 

◆デジ 19 復興から創造へ 

②震源地川口の方のお話 

（地震の被害）の動画を視聴。 

 

 

■自然災害による被害の様子

や人々への影響について理

解している。 

◆関係機関の協力に着目させ,

人々を活動についての学習

へつなげる。 

 

〈今後の学習計画の見通し〉 

・地域の地震に備える施設 

・地域にくらす人々の備え 

・市役所や防災センターでの

調査 

・次時以降で,デジ 19 の動画

（復興を未来に伝える活動）

や,デジ 20の 1・2・3を活用

していく。 

 

＜学習課題＞ 

中越地震では,どんな被害があった 

のだろうか。 

＜まとめ＞ 

道路や建物が壊れ，電気ガス水 

道が使えなくなるなど大きな被 

害があった。 

 



１ 単元名   第３学年 「自然災害から人々を守る」 

 

２ 本時の計画 （副読本 P55～56、デジタルコンテンツ No.27） 

 （１）本時のねらい 

   復旧・復興に向けた取組について、避難所での人々の活動について調べることを通して、災害時の

人々の生活の様子を理解することができる。（知識・技能） 

 

 （２）本時の展開 

学習活動 ○教師の働き掛け・予想される児童の反応 ◆指導上の留意点■評価 

導入（5分） 

１避難時・避難所の写真を

見て気付いたことをま

とめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開（35分） 

２副読本P55～56に目を通

して、情報をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 避難所の様子を知る人の

話を聞く。 

 

 

 

 

 

〇P55 の写真の資料から気付くことはあり

ますか？ 

・ヘリに乗ろうとしている。 

・自衛隊がいる。 

・たくさんのひとが避難している。 

・布団が敷き詰められていて狭そう。 

〇避難した人たちは、どんな生活をしてい

たのかな？ 

 

 

 

 

〇副読本 P55～56 ページの文章から、避難

所の様子について分かる部分に線を引き

ましょう。 

〇線を引いた部分を発表しましょう。 

・自衛隊が食事（炊き出し）を用意したり、

お風呂を沸かしたりしている。 

・山形県や富山県などの消防署や警察署の

人が協力しに来ている。 

・全国から多くのボランティアが集まって

いる。 

 

〇それでは、実際に避難所で生活した人の

話を聞いてみましょう。 

 

〇話を聞いて分かったことや感想を発表し

ましょう。 

・今の自分たちの生活とは違いすぎて驚い

た。 

◆P55 の写真の資料を読み取

らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆児童の実態に合わせ、ペア

やグループ学習を取り入

れる。 

◆発表するときの形式や時

間などを予め伝える。 

 

 

 

 

 

 

◆デジ 27「復興から創造へ」

②◆復旧・復興へ を視聴

させる。 

◆今の生活と比べさせなが

ら視聴するとよい。 

 

 

＜学習課題＞ 

 ひなん所の人びとはどのように生活し

ているのだろう？ 



 

 

 

 

 

 

 

4 副読本の情報や感想につ

いての発表を聞いて、避

難所での生活について

まとめる。 

 

 

終末（5分） 

5 今日の授業の振り返りを

書く。 

・今の生活は当たり前じゃないと思った。 

・避難所にいる人同士で協力しなければ生

活できないことが分かった。 

・全員が避難所内に入れないんだね。 

・灯りがないのは大変そう。 

・自主的に協力して食事を作っていた。 

・水の確保が大変だった。 

 

 

 

 

 

 

 

〇まとめを書いた人から、今日の振り返り

を書きましょう。 

・ぼくは、避難所ではいろいろな人が協力

して生活していることが分かりました。

避難所にいる人だけではなく、自衛隊や

ボランティアの人が県外から来て活動し

ていることが分かりました。 

・わたしは、自衛隊やボランティアによる

炊き出しやお風呂をわかすことなど、避

難所でどんなことが行われているかが分

かりました。 

・避難所での生活は、避難所に入れない人

がいたり、灯りが無かったりして大変な

ことが多いことが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆まとめは簡素な文章だが、

避難所ではいろいろな活

動が行われているという

ことを押さえる。 

 

 

■避難所で生活している人

の様子や自衛隊・ボランテ

ィアの活動の様子につい

て記述している。 

 

＜まとめ＞ 

ひなん所の人びとは、県内外のボランテ

ィアなどの人と協力し、助け合いながら

生活している。 



１ 単元名   第４学年 「新潟県の伝統と文化」  

 

２ 本時の計画 （副読本 P58～61、デジタルコンテンツ No.28 ）   

 （１）本時のねらい 

   新潟県の年中行事について、行事にかかわる人々の努力や工夫、様子などを調べることを通して、

年中行事は、地域の人々が受け継いできたことや人々の願いが込められていることを理解することが

できる。（知識・技能） 

 （２）本時の展開 

学習活動 ○教師の働き掛け・予想される児童の反応 ◆指導上の留意点■評価 

導入（５分） 

１学習の見通しをもつ。 

 

 

 

展開（35分） 

２「おててこ舞」を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３伝統芸能を受け継ぐ意

味や努力、工夫を考え

る。 

 

 

 

 

終末（5分） 

４学習を振り返る。 

〇新潟県にはどんなお祭りや行事があ

るでしょうか。 

・〇〇を見に行ったことがある。 

・ニュースで〇〇を見たよ。人がたくさん

集まっていた。 

 

 

 

 

 

〇糸魚川市に伝わるおててこ舞にかかわる

人々の思いについて考えよう。 

・たくさんお客さんがいるからみんなが楽

しみにしているのかな。 

・大人も子どもも一生懸命に練習して本番

に臨んでいるから大事な行事なのかな。 

・お祭りには長生きなどの願いがこめられ

ている。 

・500年も受け継がれているってすごいな。 

〇どうして人々はおててこ舞を残そうと努

力しているのだろう。 

・地域に伝わる大切なものだから残さなく

てはいけない。 

・人がつながる大切な場だから。 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の地域の年中行事について調べたり

参加したりしたい。 

・年中行事が長く受け継がれてきたことに

驚いた。自分も大切にしたい。 

◆少し考えさせた後に P.59

を提示し、生活経験を想

起させる。 

 

 

◆デジ 28 おててこ舞 

◆副読本 P58～61 

 

 

◆年表等で 500 年という長

さを視覚的にとらえさせ

たい。 

◆考えたことを伝え合い、

考えを広げたり深めたり

できるようにする。 

 

◆山寺地区から根知地区全

体に広がっていることに

着目させ、伝統を守るこ

との難しさや工夫に気付

かせる。 

 

 

■年中行事は、地域の人々

が受け継いできたこと

や、人々の願いが込めら

れていることを理解して

いる。 

 

＜学習課題＞ 

お祭りにかかわる人たちの思いや 

願いはなんだろう。 

＜まとめ＞ 

おまつりには長生きしたいなど願 

いが込められていて、ずっと受け継 

がれてきた。 



１ 単元名  第４学年「雪とともに生きる妙高市」 

 

２ 本時の計画 （副読本 P66～67 デジタルコンテンツ No.21 ） 

 （１）本時のねらい 

   冬の妙高市に外国人観光客が多く訪れることに着目し、雪を生かした妙高市の観光の工夫について

考えることができる。                      （思考力・判断力・表現力等） 

 （２）本時の展開 

学習活動 ○教師の働き掛け・予想される児童の反応 ◆指導上の留意点■評価 

導入（15分） 

１妙高市の冬の写真を見

て気付いたことを発表

する。 

 

 

２どこの地域か考える。 

 

 

 

 

 

３グラフを見て、外国人 

 観光客が多く利用して

いる様子を調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開（25分） 

４副読本をもとに調べ 

 たり、話し合ったりす

る。 

 

〇写真を見て気付いたことを発表しよ

う。 

・雪がたくさんある。  

・生活するのが大変だな。 

・スキーをしている。楽しそうだね。 

・外国の人が、たくさんいる。 

〇これらの写真はどこの地域だと思います

か。 

・外国かな。 

・北海道かな。 

・南魚沼市かな。 

・妙高市かな。 

〇副読本 P66、67 の「妙高市の年別外国人

観光客数」、「国・地域別外国人観光客数」

のグラフを見て、気づいたことを発表し

よう。 

・年々増えている。 

・外国人観光客の半分以上がオーストラリ

アから来ている。 

・いろいろな国から来ている。 

 

 

 

 

 

〇副読本 66、67ページの「観光と雪とのか

かわり」を読んで秘密を探そう。 

・妙高の雪質はとてもいいんだね。 

・スキー場がたくさんあるね。 

・古くからスキー場があったんだね。 

◆雪に対する良いイメージ 

だけではなく、負のイメ 

ージの写真もあるとよ 

い。 

◆外国人観光客が、多く利 

用していることに気付か 

せるようにする。 

 

◆妙高市であることを伝え

る。必要に応じて、P64を

用いて説明をする。 

 

◆P67 グラフを用いて調べ

る。 

◆先に年別外国人観光客数

のグラフを見せる。 

◆外国人観光客がたくさん

来ていることをおさえ

る。 

 

 

 

 

 

 

◆全体で読みながら探して

もよいし、個々で探して

もよい。 

◆インターネットを活用し

て調べるのもよい。 

＜学習課題＞ 

冬の妙高市に外国人観光客がたく

さん訪れる秘密はなんだろうか。 



 

 

 

 

 

 

 

終末（5分） 

５見つけた秘密をもとに、

分かったことをまとめ

る。 

 

 

 

 

６振り返りと次時の予告

をする。 

・赤倉温泉には、オーストラリア人が経営

する宿泊施設があるよ。 

・英語のレストランマップがある。 

・Wi‐Fiの整備が整っている。 など 

〇外国人観光客がたくさん訪れる秘密をた

くさん見つけましたね。 

 

〇見つけた秘密をもとに、妙高市の取組に

ついて分かったことをまとめましょう。 

 

 

 

 

 

 

〇次は、たくさんの雪を生かした妙高市の

産業について、調べていきましょう。 

◆インバウンドについて説

明をする。 

◆必要に応じて、オースト

ラリア人が多い理由につ

いて説明する。（→南半球

の季節の違い） 

 

◆ワークシートを活用し

て、まとめてもよい。 

 

■妙高市が雪を生かした冬

の観光づくりに取り組ん

でいることを、資料を基

に考えることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜まとめ＞ 

妙高市は、たくさんの雪と雪質の

よさを生かして、多くの外国人観

光客が訪れるように冬の観光地

作りに取り組んでいる。 



ワークシート            年   組    番  名前（                       ） 

 

学習課題 

 
 
 

みつけたひみつ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まとめ 

 妙高市は、 （                         ） 生かして、          

（                                           ）

取り組みをしている。                 



1 単元名   第 4学年 「②自然環境や史跡・文化財を生かした佐渡市」 

 

2 本時の計画 （副読本 P70～71、デジタルコンテンツ 「佐渡島の金山」キッズページ ） 

（1）本時のねらい 

  佐渡市にある「佐渡島の金山」に着目して、金山の昔の様子を捉え、歴史的にどのような特色をもっ

た地域であるかを捉える。（知識・技能） 

（2）本時の展開 

学習活動 〇教師の働き掛けと・予想される児童の反応 ◆指導上の留意点■評価  

導入（５分） 

１写真を見せる。 

 

 

 

 

２学習課題を設定する。 

 

 

展開（32分） 

３調べる内容や方法を確

認する。 

 

 

 

 

 

４調べる。 

 

終末（８分） 

５まとめをする。 

 

 

６振り返りをする。 

 

 

 

７金山を守る人の話を読

み、次時の見通しをも

つ。 

○これは何か。（写真：道遊の割戸） 

・金山だ ・佐渡にある 

○なぜ、このような形をしているのか。 

・地震で割れた・人が掘った・元々の形 

○実は、金をとるために、山を切り崩して

このような形になった。 

 
 
 
 

○どのようなことを調べたいか。 

・どのように山を掘って金をとったのか。 

・いつごろ、金がとれたのか。 

・どのくらいの量がとれたのか。 

・とれた金をどうしたのか。 

・どのくらいの人が働いていたか。 

○どのように調べたらよいか。 

・副読本 ・インターネット ・本 

〇調べる。（調べたこと 右：参照） 

 
 
 
 
○ふり返りを書く。 

・金だけでなく銀や銅もとれた。 

・佐渡でとれた金が、江戸幕府の財政を支

えていたことに驚いた。 

○金山の史跡を守るための人たちがいる

ようだ。どのような取組をしているのだ

ろうか。 

◆佐渡市の地図 

◆金山「道遊の割戸」の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆子どもから出された質問

を示し、調べる内容につい

て見通しをもたせる。 

◆P70・62 

キッズ HP（クイズに多数掲載） 

◆調べたことをノートに書

かせる。 

・いつ 

江戸時代～平成 400年間 

・どのくらい 

金 78t銀 2330t銅 5410t 

・どのように 手作業 

①採鉱②選鉱③製錬 

奉行所で小判を作った 

・金の行方－幕府のお金 

 ・5万人（今の佐渡の人口） 

 

■「佐渡島の金山」について

資料を読み取り、その特色

を理解している。 

＜学習課題＞ 

佐渡金山について調べよう。 

＜まとめ＞ 

佐渡金山は，江戸時代日本最大

の金山だった。 



１ 単元名   第 4 学年 「伝統産業で発展した十日町市」  

 
２ 本時の計画（副読本 P72～75 デジタルコンテンツ 11-7，30，31）    

（１）本時のねらい 

  十日町市が行っている取り組みや伝統産業，自然環境について調べる活動を通して，十日町市のま

ちづくりの特色につながる問いを考えることができる。    （思考力・判断力・表現力等） 

（２）本時の展開 

学習活動 〇教師の働き掛けと・予想される児童の反応 ◆指導上の留意点■評価  

導入（10分） 

１大地の芸術祭の写真か

ら十日町市に興味を持

たせる。 

２大地の芸術祭が十日町

市で行われている理由

を考え，本時の学習課題

を設定する。 

 

展開（25分） 

３写真や地図，本文から十

日町市の気候や産業の

特徴について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

終末（10分） 

４本時のまとめを行う。 

 

 

５疑問を出し合い，全体で

単元のめあてを設定す

る。 

 
〇「新潟 観光」で画像検索しよう。 

・トンネルみたいな写真がたくさん出て

きた。どこだろう。 

〇十日町市で行われている理由を予想

しよう。 

・自然が豊かだから。 

 

 

 
 
 

〇資料（デジ 11-7,30，31や副読本 P72）

から十日町市がどんなところか読み

取ろう。 

・雪がたくさん積もる場所だ。 

・十日町市は着物が有名なのかな。 

・雪が 3ｍ以上積もる豪雪地帯。 

・長野県に近いところにある。 

 

 

 
 
 

〇十日町市について疑問を出し合おう。 

・なぜ着物が有名なのかな。 

・雪が関係しているのかな。 

・なぜ大地の芸術祭をしたのかな。 

〇十日町市はどのようなまちづくりを

行っているのだろう。 

 

◆新潟県の観光地として清津

峡が注目されていることに

気づかせ，十日町市について

調べる動機付けを行う。 

◆十日町市の気候や自然環境

を生かして大地の芸術祭が

行われていることに気づか

せる。 

 

◆様々な資料から，雪が多く積

もる気候と着物が有名な産

業であることに気づかせる。 

◆デジ 11-7,30，31のつるし雛

や雪と着物の写真や副読本

P72の本文や地図から十日町

市の気候や地形について考

える。 

 

 

◆学習した内容を整理し，十日

町市がどのようなところか

自分の言葉でまとめる。 

 

■様々な資料から十日町市に

ついての疑問を見出し，問い

として表現している。 

＜学習課題＞十日町市はどのよ

うなところだろうか。 

＜まとめ＞十日町市は，雪がたく

さん積もり，着物が有名なとこ

ろ。 



1 単元名   第 4学年 「国際交流のさかんな新潟市」 

 
2 本時の計画（ 副読本 P76，77 デジタルコンテンツ No32 ） 

（1）本時のねらい 

  新潟市に住む外国人について，外国人住民の国別人数の資料を読み取ることを通して，アジアや 

ヨーロッパなど様々な国の人が住んでいることを理解することができる。      （知識・技能） 

（2）本時の展開 

学習活動 〇教師の働き掛けと・予想される児童の反応 ◆指導上の留意点■評価  

導入（10分） 

１新潟市の飲食店の
看板から分かるこ
とを考え，課題を
立てる。 

 

展開（25分） 

２どのような国の人
たちが住んでいる
のか予想させる。 

 
 
３グラフを読み取
り，課題について
まとめる。 

 
 
 

 

終末（10分） 

４新潟市にある領事
館について知る。 

 
 
 
５領事館の人の話を
聞き，次時の見通
しをもつ。 

 

○新潟市にある飲食店の看板を見て気付くこと
を発表しよう。 

・日本，インド，ネパールの国旗がある。 
・色々な国の言葉が書いてある。 
・新潟市には色々な国の人が住んでいるのかな。 
 
 
○予想してみよう。 
・ハングル文字が書いてある商品を見たことがあ
る。だから韓国の人が住んでいると思う。 

・アメリカの食べ物は多そうだし，アメリカの人
も住んでいるんじゃないかな。 

○グラフを見て調べよう。 
・中国やベトナム，韓国の人が多いんだ。 
・日本に近いアジアの国が多いな。 
・ロシアやアメリカの人もいるね。 
・その他にも色々な国の人が住んでいるね。 
 
 
 
○外国の人が多く住む新潟市には，５つの国の領
事館という施設が置かれている。次の写真はど
の国の領事館か考えてみよう。 

・赤と白と青の国旗があるからフランスかな。 
・マトリョーシカを持っているからロシアだ。 
○中国領事館の方のお話を聞いてみよう。 
・日本と仲良くしたいと思ってくれているね。 
・「日本と中国の交流のため頑張っていきたい」と
言っていたけど，どのような交流をしているの
かな。 

◆P76「国旗のある飲食店の
看板」を提示する。 

 
 
◆新潟市に住む外国人に着
目させる。 

 
 
 
 
 
 
◆P76「新潟市の外国人住民
の国別人数」を提示する。
その他の内訳は，新潟市
HP の「外国人住民（国籍
別）」で確認できる。 

■新潟市に様々な外国人が
住んでいることを理解す
ることができる。 

◆領事館について説明す
る。 

◆P77 の 5 つの領事館の写
真を提示し，どこの国の
領事館か考えさせる。 

◆デジ 32「中国領事館の人
のお話」の動画を見る。 

◆日本と様々な国がどのよ
うな交流を行っているか
に着目させる。 

＜学習課題＞新潟市にはどのような国の人

たちが住んでいるのか。 

＜まとめ＞新潟市には，アジアやヨーロッ

パなどの様々な国の人たちが住んでいる。 



１ 単元名   第４学年 「国際交流のさかんな新潟市」 

 

２ 本時の計画 （副読本 P７６～７９、デジタルコンテンツ No.39・40・41  ） 

 （１）本時のねらい 

新潟市にやってくる外国人の出身国や人数、国際交流事業、姉妹都市との交流などに着目し、調べ

てまとめる活動を通して、新潟市の国際交流の様子が分かる。（知識・技能） 

 

 （２）本時の展開 

学習活動 ○教師の働き掛け・予想される児童の反応 ◆指導上の留意点■評価 

導入（5分） 

１デジタルコンテンツ 40

のクイズをし、新潟市

と外国とのつながりに

ついて関心をもつ。 

 

２新潟市の外国人住民の

国別人数のグラフか

ら、どの国の人が多い

かを予想する。 

 

 

 

 

 

３本時で調べることや学

習課題を確認する。 

 

 

 

 

 

展開（30分） 

４①「新潟市国際交流協

会の役割」②「外国都

市との交流」の２つの

観点から調べて、まと

める。 

 

終末（10分） 

５調べたことをまとめ、

発表する。 

 

 

 

 

 

 

６学習のまとめと振り返

りをする。 

〇これは新潟市とつながりがある国のク

イズです。国旗を見てどこの国かわか

るかな。 
・たくさんの国が出てきたね。 

・でも、どんなつながりがあるんだろう。 

 

〇これは、新潟市の外国人住民の国別人数

のグラフです。新潟市には外国人の方が

多く住んでいますが、どの国の方が一番

多いでしょう。 

・アメリカかな？ 

・中国だよ。海の向こうだから近いよ。 

〇正解は「中国」の方々です。 

・えー！ 

・ 2位はベトナムだ！ 

〇新潟市は、これらの様々な国々とどのよ

うな交流をしているのでしょう。調べて

みましょう。 

 

 

 

 

 

〇次の３つの観点に着目して、新潟市の外

国の人やまちとどのような交流がされて

いるか調べてみましょう。 

・新潟市には国際交流協会があって、外国

から来た人を助けているんだ。 

・新潟市内の小学校では、外国の小学生と

交流をしているぞ。やってみたいな。 

・新潟市は多くの国と姉妹都市を結んでい

るんだね。韓国の方とはファッションシ

ョーも行っているんだね。 

〇どんなことが分かりましたか。発表し

ましょう。そして、まとめよう。 
  

 

 

 

 

〇今日の学習の振り返りを書きましょう。 

◆デジタルコンテンツ40の

クイズを行う。 

◆裏見返しの地図で交流の

ある外国の位置を確認す

る。 

 

◆副読本 P76 のグラフ「新

潟市の外国人住民の国別

人数のグラフ」の国名部

分を隠して児童に問う。 

 

 

 

■新潟市と外国とのつなが

りについて、写真やクイ

ズから関心をもち、調べ

る内容を理解している。 

 

 

 

 

 

◆副読本 P76～79 及びデジ

タルコンテンツ 39 40 

41を使いながら調べる。 

◆班活動で行い、役割分担

をしてもよい。 

 

◆グループ内で調べたこと

を話し、聞き合い、学級

で共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

■新潟市と外国の人やまち

との交流の様子を具体的な

言葉で説明している。 

＜学習課題＞ 

新潟市は､外国の人やまちと､どのような

交流をしているのだろうか。 

＜まとめ＞ 

新潟市は、外国から来た人やまちと様々

な活動で積極的に交流を行っている。 


